
（単位：円）

国庫支出金 企　業　債 そ  の  他

１ 資本的支出 １ 建設改良費
基 幹 施 設
整 備 工 事

8,170,761,778    5,156,588,789   2,592,339,000   93,637,000   937,000,000    1,561,702,000  421,833,989 1,000,000      工程調整のため

配 水 管 整 備
増 強 工 事

9,400,313,222    5,208,422,822   3,770,572,000   28,000,000   1,363,000,000  2,379,572,000  421,318,400 10,000,000     工程調整のため

開 発 団 地 等
施 設 工 事 費

373,465,000      97,525,708      9,635,000 － － 9,635,000      266,304,292 1,000,000      工程調整のため

貯浄配水施設
改 良 工 事

2,610,043,000    1,780,477,856   380,858,000     － － 380,858,000 448,707,144 1,000,000      工程調整のため

20,554,583,000   12,243,015,175  6,753,404,000   121,637,000  2,300,000,000  4,331,767,000 1,558,163,825 13,000,000     

○ 参 考

【報告】令和６年度神戸市各会計予算繰越しの報告について（水道局関係分）

令和６年度神戸市水道事業会計予算繰越計算書

地方公営企業法第26条第１項の規定による建設改良費の繰越額

款 項 事  業  名 予算計上額
支 払 義 務
発  生  額

翌年度繰越額

左    の    財    源    内    訳

不　用　額

翌年度繰越額に係
る繰越しを要する
たな卸資産の購入

限度額

説　　明

地方公営企業法ぬきがき

（予算の繰越）

合 計

　その旨を議会に報告しなければならない。

第26条　予算に定めた地方公営企業の建設又は改良に要する経費のうち、年度内に支払義務が生じなかったものがある場合においては、管理者は、その額を翌年度に繰り越して使用することができる。

２　前項の規定による場合を除くほか、毎事業年度の支出予算の金額は、翌事業年度において使用することができない。ただし、支出予算の金額のうち、年度内に支出の原因となる契約その他の行為をし、

　避け難い事故のため年度内に支払義務が生じなかったものについては、管理者は、その金額を翌事業年度に繰り越して使用することができる。

３　前二項の規定により予算を繰り越した場合においては、管理者は、地方公共団体の長に繰越額の使用に関する計画について報告をするものとし、報告を受けた地方公共団体の長は、次の会議において
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（単位：円）

繰 越 額

598,868,000

160,000,000

234,700,000

1,598,771,000

2,592,339,000

3,560,090,000

210,482,000

3,770,572,000

9,635,000

9,635,000

101,597,000

2,948,000

276,313,000

380,858,000

6,753,404,000

基 幹 施 設 整 備 工 事

工 程 調 整 の た め
配 水 管 整 備 増 強 工 事

開 発 団 地 等 施 設 工 事

貯浄配水施設整備改良工事

計

開 発 行 為 に 伴 う 配 水 管 新 設 等

計

機 械 設 備 改 良

計

４ 拡 送 水 ト ン ネ ル 更 生 工 事

計

配 水 管 更 新

土 木 構 造 物 等 整 備 改 良

そ の 他

電 気 設 備 改 良

合 計

繰越明細表
繰 越 理 由工 事 名事 業 名

上 ヶ 原 浄 水 場 再 整 備

配 水 管 新 設 改 良

奥 畑 - 妙 法 寺 連 絡 管 整 備 工 事
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